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９
月
度
議
員
懇
談
会
を
９
月
１
日
午

前
11
時
か
ら
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
地

下
国
際
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
川
田
会
頭
は
「
国
内

の
景
況
感
は
様
々
で
、
為
替
は
一
時

１
０
０
円
を
切
っ
た
も
の
の
、
再
び
円

安
へ
と
動
い
た
。
ま
た
、

国
内
の
先
行
き
は
比
較

的
順
調
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ

の
影
響
で
不
透
明
な
状

況
下
に
あ
り
、
慎
重
な

見
通
し
を
立
て
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
に
つ
い

て
は
、
福
井
は
失
業
率

は
１
・
５
％
と
極
め
て
低

く
、
有
効
求
人
倍
率
は

１
・
82
倍
と
東
京
に
次

い
で
第
２
位
と
高
い
が
、

企
業
目
線
で
見
れ
ば
、
人

手
不
足
で
あ
る
こ
と
が

伺
え
る
。
そ
の
動
き
も

踏
ま
え
、
中
小
・
小
規

模
企
業
の
支
援
を
進
め

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
福
井
工
業

高
等
専
門
学
校
一
般
科

目
教
室
講
師
博
士
の
手
嶋
泰
伸
氏
よ
り

「
技
術
と
社
会
の
影
響
関
係
」
を
テ
ー

マ
に
卓
話
が
行
わ
れ
た
。
技
術
と
社
会

の
関
係
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業

革
命
を
例
に
「
需
要
や
利
益
が
な
け
れ

ば
、
技
術
は
生
み
出
さ
れ
て
も
実
用
化

さ
れ
な
い
。
産
業
革
命
も
技
術
革
新
に

加
え
、
需
要
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現

し
た
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
鯖
江
市
の

鉄
道
普
及
事
例
を
取
り
上
げ
、
定
刻
に

出
発
す
る
鉄
道
に
よ
っ
て
時
間
を
守
る

生
活
習
慣
が
生
ま
れ
た
こ
と
や
、
鉄
道

の
誘
致
が
商
業
の
中
心
部
の
移
動
を
も

た
ら
し
た
こ
と
等
を
説
明
。「
社
会
と

技
術
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
っ
て

い
る
」
と
結
ん
だ
。

次
に
、
県
内
５
大
学
連
携
に
よ
る
地

方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）
に
つ

い
て
、
国
立
大
学
法
人
福
井
大
学
副
学

長
の
岩
井
善
郎
氏
が
説
明
し
た
。「
県

内
４
年
制
大
学
の
一
部
授
業
の
単
位
を

相
互
に
乗
り
入
れ
し
、
各
大
学
の
特
色

や
強
み
を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

受
講
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、
そ
れ
を
認

定
条
件
と
し
た「
ふ
く
い
地
域
創
生
士
」

の
認
定
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、
ふ
く

い
の
担
い
手
の
育
成
や
、
地
域
人
材
の

活
性
化
、
底
上
げ
を
目
指
す
」
と
述
べ

た
。最

後
に
、
各
課
よ
り
開
催
予
定
の
セ

ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
説
明
と
、
実
施

事
業
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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懇
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技
術
と
社
会
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

9
1

社会と技術の関係性
について話す手嶋氏


